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11
月
28
日
、
町
の
総
合
防
災
訓

練
を
開
催
し
、
約
２
８
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
防
災
士
や

地
域
住
民
と
連
携
し
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
踏

ま
え
た
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練

な
ど
を
行
い
、
防
災
意
識
の
高
揚

と
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

１～４避難所運営ゲーム (HUG)
５ひろた交流センターへの住民避難訓練

１

５

２

４

町
総
合

防
災
訓
練

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
Hハ
グ
U
G

　
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム(

H
U
G)

と
は
、
避
難
所
運
営
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
疑
似
体
験
す
る
訓
練
で
す
。

　
災
害
に
よ
り
多
種
多
様
な
事
情
を
抱
え
た
避
難
者
を
、
避
難
所
に
見
立
て
た
図
面

に
適
切
に
配
置
し
、ま
た
、避
難
所
で
起
こ
り
う
る
多
く
の
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
で
、

避
難
所
運
営
能
力
を
養
い
ま
す
。

３

地域の防災啓発活動のお手伝いをします
　町では、防災に関する講師の派遣や避難所運
営ゲーム (HUG) の教材などの貸し出しを行っ
ています。地域や各種団体などで勉強会や訓練
を企画する場合は、お気軽に総務課までご相談
ください。
問総務課危機管理室☎（９６２）６１１０
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令和３年度町功労賞
　本町の文化の向上や発展に特に著しい功績
があった山田邦男さん（上ノ山・写真左）、戸
田正和さん（南ヶ丘・写真中央）、森永とめ子
さん（川井団地・写真右）に砥部町功労賞が
贈られました。受賞者の皆さまは日々文化財
の保護、文化の振興・継承に貢献されています。

中学生の「税についての作文」入賞
　税に対する教育の一環として
実施している中学生の「税につ
いての作文」において、砥部中
学校の門田華乃さん（３年：写
真左）と吉岡彩乃さん（３年：
写真右）が入選しました。
　門田さんは、税の仕組みや使
い道について、吉岡さんは税金

の大切さをつづりました。
松山地区租税教育推進協議会会
長賞「税について」門田さん
砥部町長賞「嬉しさのおすそ分
け税」吉岡さん

明治安田生命と包括連携協定締結
　明治安田生命保険相互会社と緊密な相互連
携と協働による活動を推進し、地域のニーズ
に迅速かつ適切に対応し、町民の健康増進や
町民サービスの向上を図ることを目的に、包
括連携協定を締結しました。

法務大臣表彰受賞
　砥部町長が戸籍事務管掌者として、法務大
臣表彰を受賞し、松山地方法務局長より伝達
されました。
　今回の受賞は、本町の戸籍事務の適正・円
滑な業務運営に尽力し、戸籍制度の充実発展
に貢献したと評価されたものです。

あそびべ、とべ。ニュース

日程　11月 10日　場所　町役場　問戸籍税務課☎（962）2026

日程　11月８日　場所　町役場　問企画政策課☎（962）7250

日程　11月 21日　場所　文化会館　問社会教育課☎（962）5952

日程　11月 15日
場所　砥部中学校
問戸籍税務課☎（962）2061
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あそびべ、とべ。ニュース

日程　11月 12日
場所　町役場
問企画政策課☎（962）7250

日程　10月 31日
場所　保健センター
問保健センター☎（962）6888

愛媛信用金庫寄附金目録贈呈式
　愛媛信用金庫から企業版ふる
さと納税制度を活用した寄附金
300万円をいただきました。
　愛媛信用金庫創立 70 周年記
念事業として、「豊かなまちづ
くり事業や地域の課題解決に向
けた活動等に役立ててほしい」
と、八石理事長から町長に寄附

金の目録が贈呈されました。寄
附金は、子育て支援事業に活用
させていただきます。

四国電力から防犯灯の寄贈
　四国電力株式会社から本町へ
寄贈された LED 防犯灯の贈呈
式が行われました。
　寄贈された防犯灯６基は、社
会貢献活動の一つとして、「町
内の防犯に役立ててほしい」と
のことから、町内の街路灯とし
て麻生区、千足区、中通区、さ

かえ区、仙波区に設置されます。
本町では同社により平成 16 年
からの 18 年間で 156 基寄贈
いただいています。

おやこの食育教室
　「おやこ食育教室」を開催し、
親子９組が参加しました。
　参加した親子は、紙人形劇を
通して食の大切さを学んだ後、

「とうもろこしご飯」「鶏のから
揚げ香味ソース」「わかめとキャ
ベツのスープ」「ミモザ野菜サ
ラダ」「オレンジトマトゼリー」

の調理を行いました。子どもた
ちは、保護者や食生活改善推進
協議会のサポートを受けながら
上手に包丁を使い、「美味しい、
楽しかった」と喜んでいました。

災害時のキッチンカーによる炊出実施等に関する協定締結
　松山市内で飲食業を営んでい
る株式会社オーヴエンタープラ
イズと「災害時のキッチンカー
による炊出実施等に関する協
定」を締結しました。
　これにより大規模な災害の
際、避難所で温かい食事の提供
が可能となり、さらなる避難所

環境の改善が期待できます。
　協定締結後にはキッチンカー
のデモンストレーションを行い
ました。

日程　11月 10日
場所　町役場
問企画政策課☎（962）7250

日程　11月 18日
場所　町役場
問総務課☎（962）6110
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あそびべ、とべ。ニュース

秋の囲碁・将棋大会
　囲碁大会の最強戦（４段以上）に 11 人、強豪戦（３段以下）
に 10人、将棋大会に９人が参加し、熱戦を繰り広げました。

囲碁大会
順位 最強戦（敬称略） 強豪戦（敬称略）
１位 藤野武夫（山並） 亀井吉和（戎）
２位 山本均（原町） 稲荷正明（重光）
３位 藤岡隆治（上野） 二宮弘敏（南ヶ丘）

大西榮一（上原町） 西丸宏爾（山並）

順位 氏名（敬称略）
１位 吉田大介（宮内）
２位 佐賀宏（北川毛）
３位 丹下照文（八瀬）

佐野耕一郎（麻生）

将棋大会

とべ動物園ヒミツの場所探検隊
　動物園で SDGs を学ぶ「とべ
動物園ヒミツの場所探検隊」を
麻生児童館、砥部児童館合同で
開催しました。
　ホッキョクグマのピースやゾ
ウの話を通して地球温暖化や生
態系の他、人との共存や密猟な
どについて学んだ後、説明を受

けながら動物園を見て回りまし
た。普段は入れないキリン獣舎
や、アフリカゾウの砥愛の部屋
の中で説明を聞き、生物多様性
について理解を深めました。

初雪盃と松山南高砥部分校のコラボ商品発表
　協和酒造㈱と松山南高等学校
砥部分校、㈱大阪屋が大吟醸酒
粕を使った「初雪盃　大吟醸プ
リン≪キミの初恋≫」を共同開
発しました。
　パッケージを担当した分校生
は、「ターゲットの若い女性に、
かわいい、と思わず手にとって

もらえるようにデザインしまし
た」と笑顔で話していました。
　商品は協和酒造や酒蔵カフェ
はつゆき、Zoo’s Kitchen で販
売しています。

文化財（麻生の水争い）めぐり
　住民など 11 人が参加し、赤坂泉、懸

かけ
樋
ひ
跡、

窪
くぼ

田
た
兵
ひょう
右衛

え
門
もん

の墓や衣
き
更
さら

着
ぎ
神社など、麻生の

水争いにまつわる文化財を歩いて見学しまし
た。参加者は、「講師から井

い
堰
せき

の構造の話や水
争いの話が聞け、昔の川の様子、風景などが
想像できて面白かった」と話していました。

日程　11月 23日　場所　八倉周辺　問社会教育課☎（962）5952

日程　11月 20・21日　場所　中央公民館　問中央公民館☎（962）4822

日程　11月 23日
場所　県立とべ動物園
問子育て支援課☎（962）6299

日程　11月 24日
場所　酒蔵カフェはつゆき
問商工観光課☎（962）7288
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あそびべ、とべ。ニュース

源
泉
徴
収
票
は
大
切
に
保
管（
年
金
受
給
の
皆
さ
ん
）

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
と
は

　
老
齢
年
金
を
受
給
す
る
人
の
、
１
年

間
の
年
金
の
支
払
総
額
な
ど
が
記
載
さ

れ
た
書
類
で
す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら

１
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
る
の
で
、
確
定

申
告
の
際
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
紛
失
し
た
と
き
な
ど
は
再
発
行
で
き

る
の
で
、
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
の
対

象
で
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

○
２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
、
扶
養
親

族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
人

○
年
金
以
外
に
給
与
な
ど
の
収
入
が
あ

る
人

○
源
泉
徴
収
で
受
け
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど
）

が
あ
る
た
め
所
得
税
を
納
め
過
ぎ
と

な
っ
て
い
る
人

問
松
山
西
年
金
事
務
所

☎（
９
２
５
）５
１
０
５【
自
動
音
声
案
内
】

保
険
健
康
課
保
険
年
金
係
☎
（
９
６
２
）
７
０
５
７

　
県
が
策
定
す
る
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
区
域
区
分
の
変
更

（
案
）
が
次
の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

こ
の
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、縦
覧
の
終

了
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
）

※
郵
送
の
場
合
は
１
月
28
日
金
必
着

縦
覧
期
間　
１
月
14
日
金
～
28
日
金
８

時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
先

建
設
課
（
町
役
場
２
階
）

県
都
市
計
画
課
（
県
庁
第
２
別
館
３
階
）

問
建
設
課
管
理
係
☎
（
９
６
２
）
６
０
１
０

〒
７
９
１
‐
２
１
９
５　
宮
内
１
３
９
２

県
都
市
計
画
課
☎
（
９
１
２
）
２
７
３
８

〒
７
９
０
‐
８
５
７
０　
松
山
市
一
番
町

４
‐
４
‐
２

▲
内容は

県HPを確認

　
令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
町

が
行
っ
て
い
る
浄
化
槽
の
保
守
点
検
業

務
を（
株
）カ
ト
ウ
へ
完
全
移
管
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
下
水
道
整
備
に
伴
う
一
般

廃
棄
物
処
理
業
等
の
合
理
化
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
し

尿
収
集
・
運
搬
業
者
を
支
援
し
、
適
正

な
し
尿
の
収
集
・
運
搬
体
制
の
維
持
を

図
る
た
め
で
す
。

　
現
在
ご
契
約
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

浄
化
槽
保
守
点
検
業
務
を
移
管

　
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
浄
化
槽

保
守
点
検
時
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
浄
化
槽
係

☎
（
９
６
２
）
７
１
３
８

松
山
広
域
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

な
ど
の
変
更
（
案
）
が

縦
覧
で
き
ま
す

お
知
ら
せ

砥部リトルが準優勝
　「エフエム愛媛杯
（ティーボール大会）」
が行われ、砥部リト
ルが準優勝しました。
　未就学児と小学生
の団員を募集中。体
験や入団希望は、お
問い合わせください。

日程　11月 21日
場所　北条公園グランド
問長久☎（962）2446

あわてんぼうのサンタクロース

日程　12月３日
場所　町内保育所・
幼稚園

　砥部ライオンズク
ラブが「あわてんぼ
うのサンタクロース」
と園児とのプレゼン
ト交換会を開催しま
した。園児は満面の
笑顔でプレゼントを
受け取りました。
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令
和
４
年
度
就
学
援
助
制
度

砥
部
町
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
ど
な
た
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す

蜜
蜂
飼
育
は
届
け
出
が
必
要

　
町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
公
立
の

小
・
中
学
校
へ
児
童
生
徒
を
就
学
さ
せ

る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
対
し
て
、

学
用
品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど
の
援
助

を
し
て
い
ま
す
。

対
象　
次
の
就
学
援
助
認
定
基
準
１
～

３
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
場
合
で
、
町

が
援
助
を
必
要
と
認
め
る
人

就
学
援
助
認
定
基
準

１　
収
入
見
込
額
か
ら
社
会
保
険
料
支

払
額
を
控
除
し
た
額
が
認
定
基
準
額

（
生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
基
準
に
準
拠
し
算
定
し
た

額
）
の
１・３
倍
を
超
え
て
い
な
い
人

２　
次
の
①
～
⑨
の
い
ず
れ
か
の
措
置

を
受
け
た
人
（
た
だ
し
、
減
免
は
災
害

に
よ
る
場
合
の
み
）

①
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止

②
市
町
村
民
税
の
非
課
税
（
障
が
い
者
、

未
成
年
者
、
寡
婦
ま
た
は
寡
夫
の
人
の

み
）

③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

④
市
町
村
民
税
の
減
免

⑤
個
人
事
業
税
の
減
免

⑥
国
民
年
金
の
掛
金
の
全
額
免
除
（
世

帯
・
生
計
同
一
者
全
員
）

⑦
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
の
減
免
、

徴
収
の
猶
予

⑧
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
貸
付

⑨
固
定
資
産
税
の
減
免

３　
そ
の
他
、
教
育
委
員
が
援
助
を
必

要
と
認
め
る
人

申
請
方
法　
希
望
さ
れ
る
保
護
者
は
、

子
ど
も
が
通
学
し
て
い
る
学
校
へ
相
談

し
、
学
校
に
あ
る
申
請
書
を
、
学
校
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書

に
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
証
書
な
ど
必

要
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
時
期

在
校
生　
１
月
～
２
月

新
１
年
生　
４
月
上
旬
ま
で

※
年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
随
時
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。（
た
だ
し
、
申
請
月
に

応
じ
て
、
援
助
額
を
一
部
減
額
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）

援
助
費
用　
学
用
品
費
・
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
学
校

給
食
費
・
医
療
費
・
ク
ラ
ブ
活
動
費
・

生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
・
卒
業
ア
ル

バ
ム
代
・
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
な

ど※
認
定
日
に
よ
っ
て
支
給
で
き
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

問
子
ど
も
が
通
学
し
て
い
る
学
校

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
☎
（
９
６
２)

４
８
２
０

　
砥
部
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
た

め
に
作
成
し
た
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、

無
料
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

企
画
政
策
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
一
例
）　
全
16
色

使
用
例　
包
装
紙
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
商

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
団
体
ユ
ニ
ホ
ー
ム
・

名
刺
・
段
ボ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど

▲
詳しくは
HPを確認

　
養
蜂
業
者
の
他
、
趣
味
で
飼
育
を
し

て
い
る
人
も
、
年
に
一
度
飼
育
届
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

提
出
方
法　
農
林
課
と
広
田
支
所
に
あ

る
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
を
、
農
林
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ
る
提
出

も
可
）

※
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
期
限　
１
月
31
日
月

問
農
林
課
農
業
振
興
係

☎
（
９
６
２)

５
６
６
７

〒
７
９
１
‐
２
１
９
５　
宮
内
１
３
９
２

問
企
画
政
策
課
情
報
化
推
進
係

☎
（
９
６
２)

７
２
５
０

▶
詳
し
く
は

HP
を
確
認
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フ
レ
イ
ル
（
加
齢
に
よ
り
心
身
の
機

能
が
低
下
し
た
状
態
）
に
つ
い
て
、
楽

し
く
学
び
な
が
ら
、
予
防
に
つ
な
げ
る

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

第
１
回

開
催
日　
２
月
２
日
水

内
容　
い
き
い
き
動
け
る
身
体
を
保
持

し
よ
う
！
～
体
力
測
定
・
体
操
～

第
２
回

開
催
日　
２
月
９
日
水

内
容　
栄
養
・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、

お
口
の
健
康
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ

う
！

第
３
回

開
催
日　
２
月
14
日
月

内
容　
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
続
け

ま
し
ょ
う
！
～
認
知
症
の
お
話
～

第
１
～
３
回
共
通

時
間　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館
４
階
講
座
室

対
象　
町
内
在
住
の
人

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
飲
み
物
、筆
記
用
具

※
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法　
直
接
か
電
話
で
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
各
回
と
も
１
週
間
前

問
介
護
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

☎
（
９
６
２
）
６
１
１
８

社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
９
６
２
）
７
１
０
０

介
護
予
防
教
室

「
フ
レ
イ
ル
予
防
」

　

高
齢
者
向
け
の
簡
単
な
体
力
測
定

と
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
や
椅
子
に

座
っ
て
の
動
き
が
中
心
で
、
体
力
に
自

信
が
な
い
人
で
も
で
き
る
簡
単
な
体
操

を
行
い
ま
す
。

①
開
催
日　
２
月
15
日
火

　
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

②
開
催
日　
２
月
18
日
金

　
場
所　
文
化
会
館
３
階
会
議
室
３

③
開
催
日　
２
月
22
日
火

　

�

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ら
ま
ち

２
階

①
～
③
共
通

時
間　
９
時
30
分
～
11
時（
受
付
９
時
～
）

講
師　
訪
問
看
護
リ
ハ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

C
O
R
E　
篠
原
弘
康
氏

対
象　
町
内
在
住
の
人

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
飲
み
物
、
筆
記
用

具
、
空
の
５
０
０
㍉
㍑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
容
器
２
本
（
体
操
用
）、
上
靴
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
ら
ま
ち
で
必
要
）

※
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法　
直
接
か
電
話
で
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
各
回
と
も
１
週
間
前

問
介
護
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

☎
（
９
６
２
）
６
１
１
８

社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
９
６
２
）
７
１
０
０

体
力
測
定
・
い
き
い
き

百
歳
体
操
講
習
会

　

多
様
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
た

め
、
中
央
公
民
館
主
催
の
教
室
な
ど
に

お
け
る
講
師
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

講
師
の
主
な
仕
事　
芸
術
文
化
・
芸
能

分
野
の
指
導

対
象　
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
有
資
格
者

②
講
師
経
験
者

③
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
師
登
録
者

④
現
公
民
館
講
師
の
推
薦
者

中
央
公
民
館
講
師
登
録
者

申
込
方
法　
中
央
公
民
館
に
あ
る
申
込

書
を
、
中
央
公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　
１
月
24
日
月

問
中
央
公
民
館
☎
（
９
６
２
）
４
８
２
２

　
平
日
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

手
続
き
な
ど
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
受
付
時
間
の
延
長
と
休
日
受
付
を

行
い
ま
す
。

日
時　
２
月
６
日
日
９
時
～
13
時

　
　
　
２
月
17
日
木
17
時
15
分
～
19
時

場
所　
戸
籍
税
務
課

取
扱
業
務

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
、
交
付
・
更
新
申
請

○
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど
の
証
明

書
の
発
行

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

○
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

○
通
知
カ
ー
ド

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
交
付
申
請
の
場
合
は
、
必
要
な
も
の

が
申
請
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
税
務
課
住
民
係
☎
（
９
６
２
）
２
０
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
時
間
延
長
と
休
日
窓
口
を
開
設

募
集
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、延
期
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▲
申込書

ダウンロード
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とべ温泉「湯砥里館」 給食センター
募集人数 １人（女性） ２人程度
職務内容 フロント業務、清掃業務など 学校給食調理業務
資 格 健康で体力に自信のある人
勤務場所 とべ温泉「湯砥里館」 町学校給食センター

勤 務 日
勤務時間

① 17時～ 24時（月７日程度）
② 20時 30分～ 24時（月７日程度）
（土・日曜日、祝日勤務あり）

月～金曜日（祝日、学校長期休業中を除く）
８時～ 16時 45分
※勤務時間は相談に応じます。

雇用期間 雇用日～３月 31日

賃 金 17 時～ 22時　時給 1,093 円
22時～ 24時　時給 1,311 円 時給 874円

手当など 通勤距離２㌖以上は通勤手当を支給
募集期限 随時
採用方法 書類および面接により決定
面 接 日 本人に通知
申込方法 履歴書（写真を貼る）を提出してください。（郵送による提出も可）

申し込み
問い合わせ

とべ温泉「湯砥里館」
〒 791-2120　宮内 1902番地３
☎（962）7200

学校給食センター
〒 791-2141　岩谷口 460
☎（962）2240

会計年度任用職員（臨時職員）

募
集
人
数　
３
人

職
務
内
容　
保
険
税
率
な
ど
に
関
す
る

町
長
か
ら
の
諮
問
に
対
す
る
答
申

資
格

○
委
嘱
期
間
中
、町
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
あ
る
見
込
み
の
20
歳
以
上
の
人

○
応
募
日
現
在
、
町
職
員
で
な
い
人

○
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き

る
人

任
期　
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

募
集
期
間　
２
月
25
日
金
ま
で
の
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
～
17

時
15
分

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
性
別
、

世
代
な
ど
を
考
慮
し
て
決
定

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
申
し
込
み
理
由
を
、
直
接
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
保
険
健
康
課
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ
る
提

出
も
可
）

問
保
険
健
康
課
保
険
年
金
係

☎
（
９
６
２
）
７
０
５
７

　
（
９
６
２
）
６
４
９
９

　

040hoken@
tow

n.tobe.ehim
e.jp

〒
７
９
１
‐
２
１
９
５　
宮
内
１
３
９
２

FAX

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
就
職
を
希
望

す
る
人
を
対
象
に
、
効
果
的
な
就
職
活

動
を
行
う
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

ま
す
。

日
時　
２
月
３
日
木
10
時
～
15
時

場
所　
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室

セ
ミ
ナ
ー
内
容

○「
仕
事
の
探
し
方
」○
無
料
職
業
紹
介

事
業
に
つ
い
て
○
「
ぴ
っ
た
り
感
を
大

切
に
!!
私
の
適
職
選
び
」
～
一
歩
踏
み

込
ん
だ
応
募
書
類
を
書
く
メ
リ
ッ
ト
～

対
象　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
職
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

②
寡
婦
、
寡
夫

③
ひ
と
り
親
家
庭
の
就
職
を
控
え
た
お

子
さ
ん

定
員　
20
人

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
申

込
書
を
子
育
て
支
援
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間　
１
月
11
日
火
～
21
日
金

問
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
係

☎
（
９
６
２
）
６
２
９
９

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会（
県
母
子
家
庭
等
就
業・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
）☎（
９
０
７
）３
２
０
０
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イベント新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により、実施する催し物や施設の利用など、
変更する場合があります。ご利用の際は事前にご確認ください。

年末年始休館日
○砥部町陶芸創作館　12月 29日水～１月３日月　○農村工芸体験館　 12月 30日木～１月３日月
○陶街道ゆとり公園　12月 29日水～１月３日月　○交流ふるさと研修の宿「ひろたの森」　完全予約制
○道の駅ひろた「峡の館」　 １月1日土～4日火　※とべ温泉湯砥里館は年末年始も営業します。

坂村真民記念館

文化会館

砥部焼伝統産業会館

松山市

問松山市観光・国際交流課　☎（９４８）６５５７

問砥部焼伝統産業会館　☎（９６２）６６００

▼砥部焼　干支展・寅
　令和４年の干支「寅（とら）」にちなんだ砥
部焼の置物や食器などを展示・販売します。
期間　１月 30日日まで
場所　１階
▼砥部焼伝統工芸士会展 2022
　国の伝統工芸士 11 人の作品を展示・販売し
ます。格調高い技の競演をお楽しみください。
　≪１月 16日日イベント開催≫
　○ 10時と13時に伝統工芸士による絵付けと
　　ろくろの実演をします。
　○伝統工芸士会展の商品を3,000円以上お買
　　い上げの人に、空くじなしのガラポン抽選
　　会開催。
　○砥部焼のマグカップで、コーヒー１杯を
　　100円でお召し上がりいただけます。
　※当日のみ入館料無料です。
期間　１月２日日～２月 20日日

問坂村真民記念館　☎（９６９）３６４３

問文化会館　☎（９６２)７０００

▼�難攻不落松山城 2022冬
　『嘉明公からの挑戦状～ 22の関門を
　攻略せよ～』
開催期間　１月 15日土～３月 13日日
場所　松山城、二之丸史跡庭園、ロープウェイ
東雲口駅舎
内容　○東大クイズ王 伊沢拓司氏率いる Quiz
Knock 監修のオリジナルクイズラリー○二之丸
侍アクティビティ
〈オープニングイベント〉
日時　１月 15日土 10時～ 16時
内容　○松山城SASSEN選手権（事前募集終了）
○みんなでつくろう！キャップアート「SDGs
松山城」○ステージイベント
〈城だけじゃない松山城ツアー〉
日時　２月 19日土 10時～ 12時
申込方法　申込フォームからお申し
込みください。
申込期限　１月 19日水

年末年始休館日 12月 29日水～１月１日　土・祝年末年始休館日 12月 29日水～１月１日　土・祝

年末年始休館日 12月 28日火～１月４日火

▼企画展
　「かなしみをあたためあってあるいて
　ゆこう～悲しみ、苦しむ人々と共に
　歩む坂村真民の生き方～」展開催中
期間　２月 27日日まで

▼次回特別展のお知らせ
　開館 10周年記念特別展「砥部の砥石で己を
磨け」が始まります。
期間　３月５日土～

▼ヨーロッパ企画第40回公演「九十九龍城」
　町出身の石田剛太さん所属「ヨーロッパ企画」
による演劇公演。
日時　２月 13日日 14時（開場 13時）
※詳しくは文化会館にお問い合わせください。
▼開館 20周年記念事業
　魅力ある愛媛の音楽家たちVol.18
　「大萩康喜　尺八リサイタル～新鋭競
　演～尺八・箏・琉球箏・日本舞踊」
　松山市出身の尺八奏者大萩康喜さんと全国屈
指のコンクール優勝者３人による瑞々しく勢い
あふれる演奏・舞踊の競演をお楽しみください。
日時　２月27日日15時30分（開場14時30分）
場所　文化会館ふれあいホール
対象　小学生以上
入場料（全席自由）　一般 3,500 円（前売り
3,000 円）／学生 2,000 円（前売り 1,500 円）
申込方法　文化会館他各プレイガイドで購入

詳細・
申し込みは
こちら▼
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む
か
し
の
遊
び

羽
根
突
き

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎（
９
６
２
）
５
９
５
２

俳
句
砥
　
部
　
句
　
会

川
柳
川 

柳 

と 

べ 

吟 

社

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

問
相
談
窓
口（
商
工
観
光
課
内
）
☎（
９
６
２
）２
３
６
７

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

ア
ナ
ロ
グ
回
線
に
戻
す
契
約
の
は
ず
が
サ
ポ
ー
ト

契
約
に

消
費
者
力
ア
ッ
プ
通
信

　
大
手
通
信
会
社
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
名
乗
る
事
業
者
か
ら
「
電
話
を
光
回
線

か
ら
ア
ナ
ロ
グ
回
線
に
戻
さ
な
い
か
」
と

電
話
が
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
な
い
の
で
、
ち
ょ
う
ど
い
い
と
思
い
契

約
し
た
が
、
そ
の
後
毎
月
サ
ポ
ー
ト
料
金

が
引
き
落
と
さ
れ
、
１
年
縛
り
の
サ
ポ
ー

ト
契
約
に
な
っ
て
い
た
。

　

解
約
を
申
し
出
る
と
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料

が
発
生
す
る
と
言
わ
れ
た
。

相談事例

◆
大
手
通
信
会
社
と
は
関
係
の
な
い
事
業

者
が
勧
誘
を
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
回
線
の
切
り
替
え
に
必
要
の
な
い
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
を
結
ん
で
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

◆
勧
誘
を
受
け
た
ら
、
費
用
や
サ
ー
ビ
ス

内
容
、
解
約
条
件
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

◆
ア
ナ
ロ
グ
回
線
に
戻
す
場
合
に
は
、
現

在
の
契
約
先
や
回
線
事
業
者
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

アドバイス

　
羽
子
板
で
羽
根
を
突
く
、
お
も
に
女
の
子
の
遊

び
で
す
。正
月
に
行
わ
れ
、１
年
の
厄
を
は
ね
除
け
、

子
ど
も
の
健
康
と
成
長
を
願
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　
遊
び
方
に
は
２
人
で
打
ち
あ
う
追
羽
根
（
写
真

１
）
と
、
真
上
に
打
ち
上
げ
数
を
競
う
揚
羽
根
が

あ
り
ま
す
。
追
羽
根
は
羽
根
を
落
と
し
た
方
が
負

け
で
、
敗
者
の
顔
に
墨
が
塗
ら
れ
る
ル
ー
ル
も
あ

り
ま
す
。

　
杖
で
毬
を
打
ち
あ
う
毬ぎ

っ
ち
ょ
う杖が
起
源
と
も
言
わ
れ
、

室
町
時
代
に
は
胡こ

ぎ
い
た
鬼
板
と
呼
ば
れ
た
板
で
、
羽
根
で

あ
る
胡こ

き
の
こ
鬼
子
を
打
ち
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
羽
根
に
使

わ
れ
る
ム
ク
ロ
ジ
は
「
無
患
子
」
と
書
き
、
子
ど
も

へ
の
無
病
息
災
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
室
町
時
代
頃
か
ら
、
遊
び
用
と
は
別
に
飾
り
羽
子

板
（
写
真
２
）
も
登
場
し
、
江
戸
時
代
以
降
、
女
の

子
の
い
る
家
庭
に
羽
子
板
を
贈
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
江
戸
時
代
後
期
に
は
役
者
や
美
人
画
の
華

や
か
な
押
絵
羽
子
板
が
人
気
に
な
り
ま
し
た
。

バ
ス
停
は
暗あ
ん
き
ょ渠

の
上
に
川
涸か

る
る�

渡
部
　
洋
三

ぬ
か
る
み
を
啄つ
い
ばむ
鳥
や
沼
涸
る
る�

大
西
　
一
教

殊こ
と
さ
ら更

に
紅
葉
燃
え
立
つ
島
人
句
碑�

篠
崎
　
伶
子

白
骨
化
し
た
る
流
木
川
涸
る
る�

　
　
　
　
　

文
机
は
色
な
き
風
の
中
に
あ
り�

中
岡
セ
ツ
コ

木
漏
れ
日
に
眩ま
ぶ
し
き
茶
屋
の
紅
葉
か
な�

長
戸
ふ
じ
子

川
涸
れ
て
底
を
と
こ
と
こ
小
鳥
た
ち�

野
村
タ
カ
子

六
地
蔵
色
を
違
へ
て
冬
帽
子�
福
岡
い
つ
子

ち
や
ん
ち
や
ん
こ
着
れ
ば
落
着
く
余
生
か
な�
福
岡
　
繁
平

ひ
た
鳴
く
は
生
け
る
証あ
か
しや
残
る
虫�

葊
末
　
榮
子

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
音
の
み
残
し
川
涸
る
る�

松
林
　
静
子

水
を
買
ふ
暮
ら
し
に
な
れ
て
文
化
の
日�

宮
田
　
弘
道

茶
の
花
を
生
け
垣
と
し
て
禅
の
寺�

向
井
　
章
子

切き
り
わ
ら藁
の
匂に
ほ
ふ
畦あ
ぜ
み
ち道
小
鳥
来
る�

向
井
　
初
子

こ
の
池
の
こ
の
揺
れ
が
好
き
浮
寝
鳥�

森
　
　
安
子

長
曽
我
部
弓
子

労
り
は
冷
や
水
だ
よ
と
言
う
こ
と
か�

松
﨑
　
春
子

病
院
で
カ
ラ
元
気
出
し
お
若
い
ね�

松
﨑
奈
津
栄

刃
と
な
っ
て
私
に
還
る
ぬ
る
い
愛�

田
中
　
貞
美

イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
宝
石
箱
で
眠
り
ま
す�

石
手
　
孝
子

高
僧
の
つ
く
鐘
の
音
は
澄
ん
で
い
る�

高
畑
　
俊
正

雨
予
報
今
日
の
コ
ー
デ
が
決
ま
ら
な
い�

石
井
ひ
ろ
み

頑
張
ら
な
く
て
い
い
よ
わ
た
し
も
か
す
み
草�

斉
藤
美
恵
子

１

２
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ファミサポの催し【今月の講習会】

　日時　１月 18日火 10時～ 11時 30分
　場所　保健センター
　対象　未就園児と保護者

お正月遊び【家庭教育支援事業】

問い合わせ
社会教育課社会教育係☎（962）5952
家庭教育支援コーディネーター☎ 090（8285）7604

申し込み・問い合わせ　とべファミリー・サポート・センター☎（962）1988

　親子で一緒にかるたや福笑い、たこ作りをして楽しみませんか。参加を希望される人は、開催日に
直接会場へお越しください。

親子遊びの場の提供

新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により、実施する催し物や施設の利用など、変更する場合があります。ご利用
の際は、事前に各施設にご確認ください。

子 育 て ひ ろ ば

子育てサロン♪ポレポレ♪

日時　１月11日火９時30分～11時30分

場所　子育て支援センターとべっこら

対象　乳幼児と保護者

問とべファミリー・サポート・センター
　（ファミサポ）☎（９６２）１９８８

①園庭開放
日時　毎週火曜日・水曜日９時～ 12時
対象　乳幼児と保護者

②ダビデ組
日時　１月 22日土９時～ 12時
対象　どなたでも
①②共通
場所　愛育幼稚園
　問愛育幼稚園☎（９６２）２２２４

砥部児童館、麻生児童館、ぽっかぽかの催し
詳しくは各ホームページをご覧ください。

砥部児童館
☎（９６２）２８６８

麻生児童館
☎（９５８）５１８７

とべ子育て
元気ねっと
Instagram

ぽっかぽか
☎（９５８）３４０５

「思春期の体と心の変化」
　思春期の子どもの体と心の変化と問題が起こっ
た時の対応について一緒に考えてみませんか。
　日時　１月 12日水 9時 30分～ 11時 30分
　場所　中央公民館３階視聴覚室
　講師　保健センター　福見早苗保健師
　申込期限　１月７日金

「ふれあい遊び」
　大人も子どもも、心も体も動かしてリフレッ
シュ！！
　日時　１月 28日金 10時～ 12時
　場所　文化会館２階和室１・２
　講師　県レクレーション協会　松木紀子氏
　申込期限　１月 24日月

※託児が必要な人はお問い合わせください。

※「おやこ広場♪ハグハグ♪」は、２月までお休みします。
問子育て支援課子育て支援センター係☎（９０７）５６６５
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☎（９６２）４４００
砥部町立図書館

●開館時間●
9：00～ 18：00

図書館だより

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

　

書
店
の
中
で
も
１
番
さ
え
な
い
の

は
遅
番
だ
。
彼
ら
は
出
版
社
営
業
と

話
す
こ
と
も
棚
を
い
じ
る
こ
と
も
な

い
。
も
く
も
く
と
レ
ジ
打
ち
し
カ
バ
ー

を
か
け
、
返
品
作
業
を
こ
な
し
、
掃

除
を
す
る
。
そ
ん
な
彼
ら
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
て
い
て
｜
。

　
午
後
５
時
開
店
、
午
後
８
時
閉
店
。

松
井
波
子
が
開
い
た
「
ク
ロ
ー
ド
子

ど
も
食
堂
」。
お
客
さ
ん
は
デ
ー
ト
に

向
か
う
お
か
あ
さ
ん
に
置
い
て
い
か

れ
る
小
学
生
や
、
娘
と
絶
縁
し
孤
独

に
暮
ら
す
お
じ
い
さ
ん
…
。
現
代
社

会
の
生
き
づ
ら
さ
と
希
望
を
描
く
。

『遅番にやらせとけ』
キタハラ

KADOKAWA　刊

『とにもかくにもごはん』
小野寺　史宜
講談社　刊

　

１
年
中
ゆ
ず
を
楽
し
も
う
！
定
番

の
ゆ
ず
こ
し
ょ
う
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド
・

ジ
ャ
ム
な
ど
の
作
り
方
か
ら
皮
や
果

汁
の
加
工
・
保
存
の
ワ
ザ
、
庭
先
や

鉢
で
栽
培
す
る
コ
ツ
ま
で
を
写
真
と

イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
。

『農家が教える
ゆずづくし』

農山漁村文化協会
編／刊

●１月の予定●

休館日

おはなし会

にこにこほっぺのおはなし会

ひろたのみんなのおはなし会

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 101112131415
16171819202122
23242526272829
3031

新
着
紹
介

『
星
天
の
兄
弟
』 
菅
野　
雪
虫

『
み
と
り
ね
こ
』 

有
川　
ひ
ろ

『
夜
ご
と
の
才
女
』 

赤
川　
次
郎

『
存
在
し
な
い
時
間
の
中
で
』 

山
田　
宗
樹

『
シ
ー
ク
レ
ッ
ト・エ
ク
ス
プ
レ
ス
』 

真
保　
裕
一

『
暮
鐘
』 

今
野　
　
敏

『
バ
ス
ク
ル
新
宿
』 

大
崎　
　
梢

『
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
シ
ス
』 

笹
本　
稜
平

『
オ
ー
ラ
の
発
表
会
』 

綿
矢　
り
さ

『
地
中
の
星
』 

門
井　
慶
喜

冬
は
火
災
に
特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

　
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
物
が
燃
え
や
す
く
な
り
、
ま
た
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
て
く
る
た
め
、
建
物
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
火
の
不
始
末
や
暖
房
器
具
の
誤
っ
た
使
用
方
法
が
火
災
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

４
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い

○
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い

○
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

６
つ
の
対
策

○
安
全
装
置
の
付
い
た
ス
ト
ー
ブ
や

こ
ん
ろ
な
ど
を
使
用
す
る

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に

点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る

○
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
カ
ー

テ
ン
な
ど
は
防
炎
品
を
使
用
す
る

○
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使
い
方

を
確
認
し
て
お
く

○
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確

保
し
、
備
え
て
お
く

○
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の

防
火
対
策
を
行
う

消
防
だ
よ
り
問
砥
部
消
防
署
☎
（
９
６
２
）
２
１
１
９

　
広
田
出
張
所
☎
（
９
６
９
）
２
１
２
１



2022.1 広報とべ（14）

情
報
あ
れ
こ
れ

お
知
ら
せ

募
集

　
県
民
が
自
ら
企
画
立
案
し
て

実
行
す
る
森
林
林
業
に
関
す
る

事
業
を
募
集
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
森
林
環
境

保
全
基
金
公
募
事
業
の

提
案

　
実
施
す
る
内
容
は
、
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲
詳しくは
HPを確認

受
付
期
間　
２
月
１
日
火
～
10

日
木

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
時
30

分
～
17
時
ま
で

受
付
場
所　
愛
媛
県
中
予
地
方

局
７
階
ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
も
の　
認
め
印

抽
選
日　
３
月
４
日
金

※
事
前
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る

人
は
、
愛
媛
県
営
住
宅
管
理
グ

ル
ー
プ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
愛
媛
県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー

プ
☎
（
９
９
８
）
６
６
７
１

愛
媛
県
中
予
地
方
局
建
築
指
導

課
☎
（
９
０
９
）
８
７
７
８

県
営
住
宅
補
欠
入
居
者

　
介
護
員
（
フ
ル
タ
イ
ム
）
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

対
象　
地
方
公
務
員
法
第
16
条

各
号
に
該
当
し
な
い
人

募
集
人
数　
５
人
程
度

職
務
内
容　
福
祉
施
設
入
所
者

の
介
護
業
務

勤
務
場
所　
久
谷
荘
・
み
さ
か

荘
・
江
南
荘
（
い
ず
れ
も
松
山

市
恵
原
町
の
施
設
）

勤
務
時
間　
１
日
７
時
間
45
分

任
用
期
間　
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
（
勤
務
成
績
が
良
好
な

場
合
は
、
最
長
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
）

賃
金　
月
額
１
６
５
，
８
０
０

円
～
１
８
４
，
１
０
０
円

申
込
方
法　
松
山
広
域
福
祉
施

松
山
広
域
福
祉
施
設

事
務
組
合
会
計
年
度

任
用
職
員
（
介
護
員
）

▲
詳しくは
HPを確認

　
就
職
氷
河
期
世
代
（
お
お
む

ね
35
歳
か
ら
54
歳
の
人
）
を
対

象
に
企
業
と
の
合
同
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
・
服

装
自
由
・
履
歴
書
不
用
で
す
。

参
加
企
業
（
10
社
予
定
）
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
就
職
氷
河
期

世
代
限
定
求
人
も
し
く
は
歓
迎

求
人
を
提
出
し
て
い
る
企
業
が

参
加
し
ま
す
。

日
時　
１
月
26
日
水
13
時
～
15

時場
所　
愛
媛
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
20
人

申
込
期
限　
１
月
24
日
月

問
愛
媛
労
働
局
委
託
事
業
就
職

氷
河
期
世
代
活
躍
支
援
事
業
事

務
局（
株
）東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ

ン
ド
☎
（
９
６
１
）
１
３
３
３

就
職
氷
河
期
世
代

「
合
同
企
業
説
明
会
」

▲
詳しくは
HPを確認

▲
詳しくは
HPを確認

設
事
務
組
合
に
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
簡
易
書
留

で
郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
）

問
松
山
広
域
福
祉
施
設
事
務
組

合
☎
（
９
４
８
）
６
４
１
６

〒
７
９
０-

０
０
０
３　
松
山

市
三
番
町
六
丁
目
６-

１
（
松

山
市
役
所
第
４
別
館
４
階
）

申
込
方
法　
所
定
様
式
を
郵
送

で
愛
媛
県
地
方
局
森
林
林
業
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
１
月
31
日
月

問
愛
媛
県
森
の
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
（
９
９
０
）
７
０
１
７

　
共
同
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
野

外
活
動
を
通
し
て
、
仲
間
と
助

け
合
い
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。

日
程　
３
月
27
日
日
～
４
月
２

日
土
６
泊
７
日

場
所　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

対
象　
小
学
校
２
年
生
～
６
年
生

定
員　
日
本
人
小
学
生
90
人
、

外
国
人
小
学
生
20
人

参
加
費
（
松
山
空
港
出
発
）

１
３
６
，
０
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
、
F
A
X
、

メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　
３
月
７
日
月

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

「
ち
び
っ
こ
探
険
学
校

ヨ
ロ
ン
島
」
参
加
者

研
修
協
会

☎
０
３
（
６
８
２
５
）
３
１
３
０

　
０
３
（
３
９
８
１
）
２
７
１
２

　

info@
kskk.or.jp

FAX

▲
詳しくは
HPを確認

　
求
職
中
の
人
や
就
職
に
向
け

て
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
い
人

な
ど
を
対
象
に
、
就
職
に
つ
な

が
る
無
料
の
職
業
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。
就
職
活
動
に
い
か

せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

訓
練
期
間　
１
カ
月
～
７
カ
月

訓
練
内
容　
○
公
共
職
業
訓
練

［
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る

人
向
け
］
○
求
職
者
支
援
訓
練

［
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い

人
向
け
］

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
）

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松

山
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
山

☎
（
９
０
０
）８
６
０
０［
訓
練
窓
口
］

G
o
t
o
訓
練
‼

あ
な
た
を
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
大
作
戦
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相談内容 日時 場所 問い合わせ
心配ごと相談 １月13日木10時～12時

中央公民館
社会福祉協議会
☎（９６２）７１００１月27日木10時～12時

行政相談 １月17日月 ９ 時～12時 総務課総務管理係
☎（９６２）６１１０１月29日土10時～12時 ひろた交流センター

人権相談 １月17日月 ９ 時～12時 中央公民館 社会教育課社会教育係
☎（９６２）５９５２

各 種 相 談

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
リ
ス
ク
軽
減
の
た

め
、
次
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

入
場
整
理
券
が
必
要

　
確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に

は
、
次
の
２
通
り
で
配
布
さ
れ

る
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で

す
。

①
確
定
申
告
会
場
で
当
日
配
付

②
L
I
N
E
ア
プ
リ
で
事
前

申
込
（
国
税
庁
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
の
友
だ
ち
追
加
が
必
要
）

　
窓
口
の
三
密
を
回
避
す
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
L
I
N
E

ア
プ
リ
に
よ
る
事
前
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

自
宅
か
ら
e-

T
a
x
で
申
告

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

カ
ー
ド
読
取
対
応
の
ス
マ
ホ
か

パ
ソ
コ
ン
（
IC
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
）
か
ら

e-

T
a
x
で
申
告
で
き
ま
す
。

感
染
症
対
策
の
お
願
い

　
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
入
場
時

の
検
温
と
手
指
消
毒
の
実
施
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
７・
５
度
以
上
の
発
熱
が

認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
は
、
入

確
定
申
告
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　
１
月
31
日
月
は
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
料

の
第
３
期
分
の
納
付
期
限
で

す
。
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
１
月

14
日
頃
に
納
付
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室
☎
（
９
３
５
）
５
２
０
２

労
働
保
険
料
の

納
付
期
限

　
11
月
～
３
月
ま
で
の
期
間
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増
加
す
る

季
節
で
す
。
暖
房
中
の
室
温
を

適
切
に
調
節
す
る
な
ど
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

問
四
国
経
済
産
業
局
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
課

☎
０
８
７
（
８
１
１
）
８
５
３
５

冬
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

▲
詳しくは
HPを確認

場
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
松
山
税
務
署

☎
（
９
４
１
）
９
１
２
１

［
自
動
音
声
案
内
］

　
「
貸
し
た
お
金
を
返
し
て
く

れ
な
い
」「
バ
イ
ト
代
を
払
っ

て
も
ら
え
な
い
」「
交
通
事
故

に
遭
っ
た
け
れ
ど
も
、
過
失
割

合
の
点
で
折
り
合
い
が
つ
か
な

い
」「
マ
ン
シ
ョ
ン
で
騒
音
が

ひ
ど
く
て
眠
れ
な
い
」
な
ど
の

民
事
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
裁

判
所
で
の
手
続
き（
通
常
訴
訟・

簡
易
裁
判
所
で

民
事
ト
ラ
ブ
ル
解
決

少
額
訴
訟
・
民
事
調
停
・
支
払

督
促
）
を
利
用
し
て
解
決
し
た

い
人
へ
の
手
続
き
案
内
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
身
近
な
問
題
で
お
困
り
の
場

合
は
、
最
寄
り
の
簡
易
裁
判
所

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
間　
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16

時
30
分
（
１
回
20
分
程
度
）

問
松
山
簡
易
裁
判
所

☎
（
９
０
３
）
４
３
７
３

　
冬
期
の
道
路
は
積
雪
や
凍
結

に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
車
の

立
ち
往
生
が
発
生
し
、
重
大
な

事
故
・
渋
滞
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
お
出
か
け
前
の

情
報
収
集
と
冬
用
タ
イ
ヤ
や

チ
ェ
ー
ン
の
準
備
が
必
要
で

す
。

問
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
、

24
時
間
受
付
）
☎
♯
９
９
１
０

国
土
交
通
省
道
路
部
道
路
管

理
課
☎
０
８
７
（
８
５
１
）

８
０
６
１

冬
の
道
路
の
通
行
は

出
発
前
の
準
備
を

し
っ
か
り
と
！

▲
四国の

雪道情報は
こちら

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
、
砥
部

中
学
校
の
剣
道
部
と
柔
道

部
の
部
活
動
の
様
子
で
す
。

　
日
々
の
練
習
に
つ
い
て
、

剣
道
部
主
将
は
「
み
ん
な

で
声
を
出
し
お
互
い
を
高

め
合
っ
て
い
る
」
と
、
柔

道
部
は
「
自
分
の
得
意
技

を
よ
り
磨
く
た
め
の
練
習

に
励
ん
で
い
る
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
部
員
た
ち
の
真
剣
な

表
情
に
、
身
が
引
き
締
ま

る
心
地
が
し
ま
し
た
。

（
平
田
）
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「ＳＤＧｓ（サスティナブル・ディベロップメント・ゴールズ）持
じぞく か の う
続可能な開

かいはつもくひょう
発目標」とは

　ＳＤＧｓの取り組みは、決して新しいことではありません。今までもやってきたことであったり、少
しのがんばりであったりと、一人ひとりの小さな取り組みがつながることで大きな力となって、持続可
能なよりよい社会がつくられるのです。

問企画政策課企画政策係☎（９６２）７２５０

　世
せ か い
界が抱える問題をみんなで解決し、「誰ひとり取り残さない」社会をつくり、みんなが「幸せだな」

と思える世界にするために必要な 17個の目標のことです。

～私たちにできること～

　　「超
ちょうこうそく

高速・超
ちょうていちえん

低遅延・多
たすうどうじせつぞく
数同時接続」が主

おも
な特

とくちょう
徴である第

だい
５世

せ だ い
代移

い ど う
動通

つう
信
しん

システムの通
つうしょう

称は
なんというでしょうか？

○水
すい
道
どう
水
すい

が運
はこ
ばれてくる仕

し く
組みなどを考

かんが
えてみましょう！

○世
せ か い
界のインフラ設

せ つ び
備の状

じょうきょう
況について注

ちゅうもく
目してみましょう！

○できる範
は ん い
囲で災害復

ふっきゅう
旧などの募

ぼ き ん
金をしましょう！

Q

　５G（ファイブジー）正解は
　5 G では 2時

じ か ん
間の映

え い が
画がわずか 3 秒

びょう
でダウンロードできたり、遠

とお
くにいてもロボットを使

つか
って手

しゅじゅつ
術

ができるようになると言
い
われています。このように超高速通信などのネット環

かんきょう
境や水

すいどう
道・電

で ん き
気などの

インフラがしっかりと整
せ い び
備され、産

さんぎょう
業の発

はってん
展や技

ぎじゅつかくしん
術革新が進

すす
むことで、人

ひとびと
々は豊

ゆた
かな生

せいかつ
活を送

おく
れるよ

うになります。
　自

しぜんさいがい
然災害の多い日

に ほ ん
本では、災害に耐

た
えるための備

そな
えや災害が起

お
きてもいち早

はや
く元

もと
の状

じょうたい
態に回

かいふく
復でき

る「回
かいふくりょく

復力の基
き ば ん
盤」をつくることが重

じゅうよう
要です。

広告

　ＳＤＧｓの目標９「強
きょうじん

靭（レジリエント）なインフラ構
こうちく

築、包
ほうせつてき

摂的かつ持続可能な産
さんぎょうか

業化の促
そくしん

進及
およ

びイノベーションの推
すいしん

進を図
はか

る」を達成するために、まずは、私たちにできることから始めてみませ
んか？意外と、すでにやっている！ということもあるかもしれませんよ。

広告

会員募集
あ な た の 明 る さ を

あ な た の 元 気 を 活 か し
楽 し い 絆 づ く り を ！

砥 部 町 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー
砥 部 町 原 町 ２４９

電 話  ０８９－９５８－７７７６


